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ルの先端面にとってお り､アンビル 自体の温度 も上がっているので､実際の試料

温度はもっと高いはずである｡

このダイヤモン ド焼結体アンビルを用いた6-8加圧方式による高塩高圧下で

の insituX法回折実族を､高エネルギー物理学研究所のAR (トリスタンの前

段加速器)のシンクロ トロン放射光 と､DIA型キュービックブ レス MAX8

0により行 った｡その結果､ステ ィショバ イ ト及びrutilC型Sn02の高圧相である

a-PbO2樵造､蛍石樵遠のSn02が合成でき､ しかも高塩高圧下でのX線回折によ

り､加圧に伴う回折バターンの変化の追跡から相転移の様子を確認す ることに成

功 した｡

金 属 表 面 で の 遮 蔽 効 果

橋 村 淳 司

金属 の表 面付近宰 外 か ら点 電 荷 を導 入 した と き､ そ れが金 属電 子 i与よ っ

て どの よ うに遮 蔽 され るか とい う ことは金 属 表面 の基 本 的 な性 質 と して重

要 で あ る. この こ とにつ いて は ､Naradudin etal.に よ って ､金 属 を ジェ

リウムの ス ラブで取 扱 い R PA (Random-phase approximation) を用 いて

数値 的 に計 算 され て い る｡ こ こで は よ り簡 単 な モ デ ル を用 い､ モ デ ル と遮

蔽 の桟 橋 の対 応 に留 意 しなが ら解 析 を行 な った｡ まず 最 も簡 単 な近 似 と し

て､以 前 Neyns に よ って用 い られ た トー マ ス - フ ェル ミの近 似 を用 いて

金属 を誘電 率 8 (q)が ､ (金 属 ;Z<0)

8 (q)- l l + ^2/ q2] 8 (-2)

で与 え られ るよ うな半 無 限 の-様 な媒 質 で あ る と して ､一 個 の点 電 荷 によ

るポ テ ンシ ャル､誘起 電 荷 分 布 ､二 個 の点 電 荷 問 の相 互 作 用 の計 算 を行 な

った｡ ただ しこ こで ､ 人は遮 蔽距 離 の逆 数 で あ る｡ そ の結 果 は この モ デ ル

が表 面 によ る遮 蔽 の効 果 を取 込 み す ぎて い る こと示 して い るので ､次 に以

下 の様 な表 面 での電 荷 分 布 の変 化 を考 慮 に入 れた モ デ ルを用 意 した｡ まず

金属 は同様 に ジェ リウムで あ る とす るのだ が ､電 子 は金属 の ジェ リウ ムエ

ッジよ り も外 に浸 み 出 して お り､ モ デ ル と して IBM (Infinite Barrier

Model) を採 用 し､線 形応 答 の範 囲内 で表 面 に よ る フ リー デ ル振 動 の 影響

を取 り入 れ た遮 蔽 につ いて論 ず る｡

また この 問題 を 散乱 問題 で取扱 い部 分波 展 開 を行 な って その と きの 位相

のず れ を用 いて遮 蔽 の桟橋 を論 ず る こ と も行 な った の で ､ それ に つ い て も

少 し紹 介 す る こ とにす る｡
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